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目的 :Positron emission tomography(以下 PET)

は,生 体内における生理生化学的情報を画像として描

出する核医学校査法である。今回われわれはグルコ
ー

スのアナ ログである18F‐Fluorodeoxyglucose(以下

FDG)を 用いて糖代謝からみた食道癌の評価を行っ

ブti.

対象 ・方法 :対象は未治療の食道癌 9例 (3例 の肝

転移例を含む)・食道癌術後再発 24711・食道良性腫瘍 1

例 (granular cell tumor)および正常食道10例とした。

FDGは 院内ベビーサイクロトロンにより製造した
18F

ガスから自動合成装置を用いて acetyl hyponuorite

法で合成し,約 4mCi(148MBq)を 静注投与した。投

与60分後の PET画 像より得られる腫瘍内放射能濃度

(Ci)と,scan開 始と同時に採血した血集中放射能濃度

(Cp)と の比 (Ci/Cp)を もって,腫 瘍糖代謝の指標と

した。

結果 :食道癌未治療群では全例で主腫瘍が FDGの

高集積として描出され,Ci/Cpは 4.44±089(mean士

SD)で あった。また 3例 の肝転移例で転移巣が描出さ

れたほか 24711においては リンパ節転移が描出され,

Ci〃Cpは 各3.41±0.13,4.27± 072で あった。正常食

道では集積は低く,Ci/Cpは 0.87±022,ま た食道良

性腫瘍においても集積は低く,Ci/Cp=0.55で あった。

術後再発巣は298± 0.51と FDGの 高集積として結出

された (Fig.).

考察 :従来悪性腫瘍では,HexOkinase活 性が元進

することが知られている
1).FDG PETで は, in vivo

における Hexokinase活性を数値で表現することが

でき,こ れにより良性悪性の鑑別
分,治 療効果半」定

3)な

どが可能であると報告されている。今回行った食道癌
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症pllに対する検討でも,主 腫瘍および肝 ・・リンパ節

転移巣と,非癌部または良性腫瘍部では明らかに FDG

集積の程度が果なり,Ci/Cpで 表わされる数値によっ

て,Hexokinase活性を表現できると考えられた。さら

に,従来 X tt CTなどの画像上鑑別困難であった術後

症例における再発巣でも,Ci/Cpが 主腫瘍とほぼ同レ

ベルの値であったことから,赦 痕性の変化との鑑別診

断にも有用と考えられた.今 後は症例を重ねるととも

に,再 発率 ,予後を含めた癌の悪性度評価に対しても

検討を加えたい。
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